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修士論文要旨
１．はじめに
　従来のメディアは視聴覚中心だったが，近年バーチャル・
リアリティ（VR）を中心に多感覚情報通信の研究が始まっ
た．VRでは高い臨場感をもたらすため，写実的な視覚表現
のメディアが多い．写実性が高ければ情報量が多くなるが，
マルチメディア学習では，情報過多により認知負荷が高く
なると理解の妨げになるため，各モダリティに適度な量の
情報を提示することが効果的だと提唱されている．よって，
視覚・触覚・嗅覚情報を持つメディアにおける認知・情動
面で効果的な情報提示のあり方の解明を目的とした．
２．方法
　りんごの視覚・触覚・嗅覚情報をメディアで提示し，印
象評価実験を行った．視覚情報では写実性の異なる４種の
３Ｄ画像（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ／Ａ－Ｄの順に写実性が低下），
触覚情報ではばね定数により強さを段階づけした反力（ば
ね定数0.1の反力：F0，0.25の反力：F1，0.5の反力：F2，
0.75の反力：F3，１の反力：F4），嗅覚情報では香りを提
示した．実験１では視覚情報のみ，実験２では視覚・触覚
情報，実験３では視覚・触覚・嗅覚情報を提示した．印象
評価では５段階の尺度を持つ34項目の形容詞対を用いた．
　反力は力覚デバイスを用いてディスプレイ上に提示され
た画像に対応した仮想物体を被験者に触らせることで提示
した．香りは蓋付き容器に入れたりんごジュース中にエ
アーポンプで空気を送り，香り成分が集積した気泡が容器
内の空中ではじけた際に発散する香り成分をチューブを通
して被験者の鼻先に送ることによって提示した．
３．結果と考察
3.1　画像の物理的情報と印象の関係
　実験１ではＡよりもＢの方がポジティブな評価であった
（「感情に関する形容詞対においてポジティブ／ネガティブ
な評価」であることを意味する．以下同様）．これはＢのテ
クスチャが，Ａのそれを元に色の明度の範囲を変えずに階
調数を等間隔に削減し作成したため，明暗のはっきりした
色使いになったと解釈できる．印象評価の差より，Ｂの方
が鮮度に関する項目（鮮やかさ，色づきの良さ）で高く評
価されため，Ｂの方が鮮度の高い印象を与え，よりポジティ
ブな評価となったと考えられる．
3.2　反力と香りの効果
　実験２，３から，強い反力はポジティブな評価となる傾向
が見られた．また，硬さ感覚と引き締まり感覚（これらは
触感に関連）は鮮度に関する印象と相関が高かった．
　実験３から，香り付加により柔らかさの印象が増すが，必
ずしもネガティブな評価に転じるわけではないことがわ
かった．香りに関する形容詞対と感情に関する形容詞対で
の評価の関係を調べたところ，甘く華やかな香りだと感じ
るとポジティブな評価となることが示唆された．
3.3　画像・反力・香りの最適な組合せ
　其々の実験において最もポジティブな評価となった刺激
は，表１の通りである．画像と反力の組合せの場合には，
硬い感触を得ることで鮮度の高い印象を持ったことが起因
してポジティブな評価になったと考えられる．さらに香り
を加えると，Ｂ４よりもＢ３という柔らかさを増した刺激
の方がポジティブな評価となった理由としては，熟成感が
挙げられる．りんごの香り成分に含まれるエステル類は熟
成感をもたらす．一方で，りんごは熟成に伴い軟化する．し
たがって，香りによりもたらされた熟成感がやや柔らかい
触感と適合したと考えられる．
表１　各実験で最もポジティブな評価を得た刺激
４．結論
　視覚・触覚・嗅覚情報を持つメディアの印象評価の結果，
色の情報量を統制することで認知負荷を軽減し，情動面に良
い効果をもたらすことが明らかとなった．また，触覚情報は
鮮度の印象形成に影響し，さらに香りを付加すると熟成感が
得られたと考えられる．以上より，各モダリティは異なる役
割を持って情動に影響したと推察される．今後の課題は，（1）
五感情報の統合過程から認知・情動反応に至る仕組みの解
明，（2）最適な組合せを決定する要因のより詳細な検討，（3）
香りの要素と印象との関係性の解明である．
コミュニケーションメディアにおける視覚・触覚・嗅覚情報の
最適な組合せに関する印象評価
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